
（別紙様式２－２） 

道徳教育地域支援委託事業実施報告書（平成29年度） 

１ 学校の概要 

(1) 学校名    さぬき市立志度小学校 

(2) 所在地    香川県さぬき市志度７２７番地 

(3) 学年別子ども生徒数及び学級数、教員数          （平成30年2月1日現在） 

第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 特別支援学級 
子ども生徒数

計 
教員 

３学級 

75名 

３学級 

93名 

３学級 

88名 

３学級 

87名 

３学級 

106名 

３学級 

94名 

３学級 

6名 
549名 32名 

 

２ 研究主題等 

(1) 研究主題 

 

 

 

(2) 研究主題設定の理由 

本校では、これまで「思い合う心をもち、明るく素直で、自ら学ぶ子どもの育成」をめざし、「やさ

しさいっぱい やる気いっぱい 楽しい志度小学校」を合言葉にして、全教育活動の中で、思い合う心と

自主性を育てる指導に取り組んできた。昨年度は、子どもの実態を基にした指導内容の重点化を図り、

道徳の時間と特別活動や各教科などの学びをつなぐための指導計画（志度っ子プラン）を作成した。そ

して、そのプランに基づき、道徳授業に関する研究を中心にして、一人一人の子どもが活躍できる指導

の充実に取り組んだ。その結果、県学習状況調査（１１月）の質問紙調査の設問「自分には、よいとこ

ろがあると思いますか。」（自尊意識）で肯定的回答をした子どもの割合が、県平均（３～６年全体の平

均値）と比べて、一昨年度は約１７ポイント低かったのが、昨年度は約６ポイント改善し、差が約１１

ポイントになった。教職員の実感としても、一昨年度に比べて、「学校全体の雰囲気が明るくなってきた」

「学習に前向きに取り組む子どもが増えてきた」などと感じる場面が増えてきた。これは、昨年度の取

組の成果であると考えている。しかし、依然として、県平均との差は大きく、２０ポイント以上低い学

年もあった。 

そこで、今年度も、昨年度の成果や課題を分析しながら、子どもの自尊感情を高めるために、どの子

どもも自分のよさや可能性に気付き（自己理解）、自分に自信をもって集団の中で自分を生かす力（自己

有用感）を育てる道徳教育の在り方について研究する。具体的には、今年度作成した「志度っ子プラン」

に基づいた道徳授業等の実践を通して、子どもに「やさしさ」と「やる気」を育てる指導の工夫につい

て研究していきたい。 

 

(3) 研究内容及び方法  

①「志度っ子プラン」に基づいた道徳授業の充実 

○ 子ども一人一人が活躍できる指導の工夫 

○ 評価に生かす道徳ファイルの活用の工夫 

・研究授業を各学年１本に絞り、学年団で協力して作り上げていく 

       ・道徳の時間の充実… 自分の考え方・感じ方を明確にする表現・交流活動の工夫 

実生活とつなぐ授業展開の工夫 

②「やさしさ、やる気いっぱいプロジェクト」の充実 

○ ペア学年交流の工夫 

   ○ 家庭と連携した指導の工夫 

・あいさつ運動や異学年交流、体力つくり活動等を通して、思い合いの心や自主性を育てる 

子どもの自尊感情を高める道徳教育 

～「やさしさ」と「やる気」を育てる指導の工夫～ 



③ 全体構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 研究組織 

 

 

 

 

 

 

 

しなやかな体と心つくり

挑戦する子

やさしさいっぱい やる気いっぱい 楽しい志度小学校
（思い合いの心） （自主性）

☆合言葉☆

◎ なかまつくりの推進
◎ いじめのない学校つくり
◎ 心の教育の推進

◎ 体力の向上
◎ 安全・安心への意識
◎ 健康活動の日常化、習慣化

やさしさ やる気

学習のきまりの定着

がんばる心（自主性）の育成 Ｉ の世界
自分のよさや可能性に気付く力（自己理解）

やさしい心（思い合い）の育成 Ｗｅの世界
集団の中で自分を生かす力（自己有用感）

児童の
課 題

凡事
徹底

取組の

重 点

価値づけ
による

信頼関係
づくり

学校生活のきまりの定着

目 標

人とものを大切にする
態度の育成

安心・なかまつくり

思い合う子

◎ 学力の充実 ◎ 自ら学ぶ意欲

自ら学ぶ力

学びづくり

聴き合う子

信頼・価値づけ信頼・価値づけ

信 頼
価値づけ

信 頼
価値づけ

信 頼
価値づけ

信 頼
価値づけ

「チームＳＨＩＤＯ」で推進する道徳教育 

校長 

教頭 

授業づくり部（１～６年） 

各学年団 

◎各学年主任 

若年部 

指導教諭・若年教員 

（１～５年経験者） 

道徳教育（現職教育）推進委員会 

校長・教頭・指導教諭・現教主任 

・副主任・道徳主任・各部代表 

企画委員会 

校長・教頭・指導教諭・教務

主任・現教主任・生徒指導主

事・人権同和教育主任・学年

主任・特支 Coなど 

生徒指導委員会 

校長・教頭・教務主任・生徒

指導主事・各学年団代表・ 

特支 Co・養護教諭など 

職員会議 

全教職員 

学年部 

各学年主任・学級担任・ 

少人数担当・専科教員など 

「やさしさ」「やる気」いっぱい部会 

（思い合いの心や自主性を育てる） 

ペア学年交流の工夫、家庭と連携した指導の工夫 など 

若年教員を中心に 



 

第２学年い組 道徳学習指導案 

                                                                指導者 松岡 清美 

１ 日 時     平成２９年６月２８日（水）   第５校時 

２ 主題名     わがままをしないで  （資料名「そばと夕立」 出典 香道研） 

３ 主題について 

（１）本主題でねらう内容項目は、Ａ－（３）「節度、節制」である。学習指導要領には、「健康や

安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、わがままをしないで、規則正しい生活

をすること。」と示されている。この内容は、大きく二つからなっており、一つ目は、基本的な

生活習慣に関すること、二つ目は、進んで自分の生活を見直し、思慮深く考えながら自らを節制

していくことである。 

   本主題では、特に二つ目の内容について指導していきたい。自己の確立には、自分自身を内省

することは不可欠な要素である。２年生の段階では、わがままをしないで規則正しい生活をして

いくことが自分にとって大切であり、そのような生活が気持ちのよいことに気付かせ、基本的な

生活習慣を確実に身に付けることができるようにする必要がある。 

   本校の学校教育目標は「思い合う心をもち、明るく素直で、自ら学ぶ子どもの育成」である。

これを受けて学級目標を「みんなのために ～よく聞こう、よく考えよう、ルールをまもろう～」

とし、友達のことを大切にして、みんなのために自分はどうすべきかを考えながら、よりよい学

級をつくっていくことを目指している。 

   児童は、わがままをしてはいけないということを、頭では分かっていてもなかなか実行できな

いことがある。そこで、本主題を通して、わがままをせず、心も体も健康で気持ちよく過ごせる

よう、より確かな実践力を付けることが必要であると考える。 

   そこで、本資料では、わがままをしてはいけないという自分の立場についてだけを考えさせる

だけではなく、相手のことを思って注意や忠告をしている立場の気持ちも考えさせることで、注

意や忠告をしてくれる人の思いに気付き、素直に聞き入れようとする意欲や態度を育てたい。 

   関連価値としては、夕立の時、みんなが身を守ろうとしたことや、反対にそばは言うことを聞

かず、最後にしおれてしまうということからＤ－（１７）「生命の尊さ」、そばが正しい判断が

できなかったことからＡ－（１）「善悪の判断、自律、自由と責任」、やなぎが自分のことを心

配してくれていることに気付いたそばの気持ちからＢ－（７）「感謝」と関連させて指導してい

きたい。 

 

 

 

 

   

 

 

（２）本学級の児童（男子１６名、女子１６名、計３２名）は、明るく活発で、何事にも興味を持っ

て一生懸命に取り組む。しかし、まだまだ自己中心的な児童が多く、自分の思いばかりを主張し、

相手の気持ちを考えて行動することができないことがある。つい面白さが先に立ち、教室内を走

り回って友達にけがをさせてしまったり、並ぶ時に順番を守らず割り込んだことで言い合いにな

ったりするなど、身勝手な行動が時々見られる。そして、それを周りの人から注意されても「自

分には関係ない。」とか「自分だけじゃない。」などと、注意や忠告を素直に聞き入れず軽く聞

き流してしまったり、言い返したりするような場面もある。また、授業中時々、「嫌だ、やりた

くない。」と言って、友達の邪魔をしてしまう児童が１名いる。自分のためやみんなのために、

わがままを言わずに頑張れた時はほめながら、頑張りがつながるように支援している。 

ただ、どの児童も互いに気持ちよく生活していくためには、わがままをせず、みんなのことを

考えながら行動しなければいけないということは、頭では分かっている。分かってはいるものの、

どうしても自分の感情が先に立ち、自己抑制がなかなかできないのが現状である。したがって、

注意や忠告をする側の気持ちや思いまで考えて、素直に聞き入れている児童は少ないであろうと

考える。 

D－（１７）生命の尊さ 

B―（７） 感謝 

 

A－（１）善悪の判断、自律、自由と責任 A－（３）節度・節制 

３ 研究実践 

① 「志度っ子プラン」に基づいた道徳授業の充実 

【第２学年の実践】 



（３）児童は、資料を読んだ時、「そばは、すごく威張っていて自分勝手だ。」「やなぎの言うこと

を聞かなかったからしおれてしまったんだ。」と感想を持つことが予想される。 

   そこで本時は、単に、そばは自業自得だということで終わらせることがないように、事前に  

そばは約７５日の命で花を２５日程度咲かせることや、やなぎは、何千年も生きるということを

紹介し、命の長さの違いや経験の違いがあること、そばにとって夕立は初めての経験であること

を押さえ、それぞれの立場を理解できるようにしておく。 

   それらを踏まえた上で、周りのみんなが「はをさげろ、花びらをとじろ。」と言ったのに頭を

下げようとしないそばを見て、やなぎが再度「きみ、花をとじなさい。はをたれなさい。」と言

ったのはどういう気持ちがあったからかを考えさせる。やなぎは、決してそばに偉そうに言って

いるのではなく、夕立の怖さを知っているからこそ、そばのからだを心配し、案ずるが故の真剣

な言葉であることに気付かせたい。そうしたやなぎの気持ちを考えさせることを通して、これか

らは注意や忠告をしてくれる人の思いを考え、素直に聞き入れてわがままをせず、互いに気持ち

のよい生活をしようという意欲や態度を育てていきたい。 

      事前に児童には、２年生になってわがままをしてしまったことをワークシートに書かせ、自分

自身を振り返らせておき、学習後に自分を見つめ、今後の実践に向けての意欲付けに役立てる。

そして、事後には、学校生活の中で児童の言動を積極的に見取り、教師や友達の注意や忠告を素

直に聞けた時にはしっかり賞賛する。また、本時のワークシートを持ち帰って学習内容を保護者

にお知らせし、家庭でも協力してもらうことで、学習したことが一過性ではなく、継続して実生

活に生かせるようにしていきたい。 

 

 

４ 志度っ子プラン関連図 

 （６月）第２学年の目標 うそをついたりごまかしをしたりしないで、素直に伸び伸びと生活しよう  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 関連 

  

 

 

 

わがままをしな
いで、みんなの
ことを考えて生
活しよう 
（節度・節制） 

学級活動 
「雨の日の遊びを考えよう」 
☆ 限られた場所で、みんなで

仲良く遊ぶためには、自分
勝手な行動はだめだね。 

日常生活 

・ビー玉貯金（みんなの気持ちが一つになって頑張れた時に貯める） 

・授業中の態度（最後まで粘り強く課題に取り組む） 

・休み時間の過ごし方（ルールを守って楽しく過ごす） 

・掃除、給食、学級の係活動の取り組み（忘れずにきちんと取り組む） 

体育 

「おにあそび」 

☆ ルールを守って、みんなで楽しく

おにあそびをするよ。 

道徳 

「ぼく、アウトなんだ」 

☆ アウトであることを正直
に言う方が、心がすっき
りするんだね。 

学活 
「プールのきまり」 
☆ 安全にプールを使うため

には、ルールをきちんと守
らなきゃいけないね。 

道徳（本時） 

「そばと夕立」 

☆ わがままをせず、注意や

忠告を素直に聞くことが

大事だね。 

音楽 

「歌声コンテスト」 

☆ 力を合わせて頑張ろう。みんなのた

めに、一生懸命練習するよ。 



５ 本時の学習指導 
（１）ねらい  注意や忠告をしてくれる人の気持ちを考えることを通して、わがままをせず注意や忠告を素

直に聞き入れ、自分も周りの人も気持ちよく生活しようとする意欲や態度を育てる。 
（２）準備物  挿絵、ワークシート 
（３）学習指導過程                    （◎・・・研究主題に関わる支援・援助活動） 

学習活動      児童の意識の流れ 教師の支援と評価 

 

１ 資料を読み、学 

習問題をつかむ。 
 

 

 

２ 夕立の時のそば
とやなぎの気持ち
を考える。 

(1) そばの気持ちを
考え発表する。 

 
 
(2) 注意をしている
やなぎの気持ちを
考え、ワークシー 

 トに書く。 
 
 
 
 
 
 
(3) しおれてしまっ
た後のそばの気持
ちをワークシート
に書く。 

 
 
 

 

 

３ 夕立が来る時の
そばとやなぎの会
話を作り替え、役 

割表現をする。 

 

 

 

 

 

４ 自分を振り返る。 
 

 

 ○ 事前に、今までの自分を振り 

返り、ついわがままをしてしまっ
たことを書かせておく。 

○ 資料を本時までに読んでおき、
感想を書かせておく。 

○ そばややなぎの気持ちを考え
やすいように、挿絵や考えさせた
い言葉を黒板に貼りながら範読
する。 

 

 

 

（発）やなぎは､どんな気持ちで 

「 花を閉じなさい。葉をたれ 

なさい｡」と言ったのでしょ 

う。 
○ やなぎの気持ちを板書した後、
そこにはどんな気持ちがあるの
かを短い言葉でまとめ、終末の 

振り返りに生かせるようにする。 
 

 

 

（発）しおれてしまったそばはど 

んな気持ちになったでしょう。 

○ しおれてしまったそばを見て
いるやなぎの気持ちについても
触れる。 

○ わがままは、どうしていけな 

いのかという本質的な部分も問
い返し、自分もみんなも気持ち 

よく生活することが大事である
ことを押さえる。 

◎ 最初は、児童がそば役、教師 

がやなぎ役になって役割表現を
し、その次は児童同士で行いな 

がら、そばもやなぎも互いにい 

い気持ちになったことを確認す
る。 

 

○ 資料の話から日常の自分の生 

活へ意識を移行しやすいように、
やなぎの立場を家族や先生、友 

達、そばの立場を自分としてイメ 

ージできるようにイラストを提 

示する。 

○ 自分自身を振り返りやすくす
るために、事前にわがままな行動
をしてしまったことを書いたワ
ークシートを見返して考えるよ
うに助言する。 

（４）評価 
    わがままをせず、注意や忠告を素直に聞き入れることの大切さについて気付き、自分の生活に生かそうとす
る意欲を持つことができたか。 

そばは、威張ってばか

りで自分勝手だな。 

どうして自分のからだを

守らなかったのだろう。 

そばとやなぎの気持ちから大切なことを見付
け、自分の生活に生かそう。 

・やなぎの言うことなんて聞かないよ。何で頭

を下げなきゃいけないんだ。 

・きれいな花なんだから閉じたくないよ。 

・夕立は普通の雨とは違うよ。危ないんだよ。 

・今閉じずに夕立に打たれたら二度ときれいな

花を咲かせることはできなくなるんだよ。 

・わたしは、きみのことを思って言っているん

だよ。辛い思いをさせたくないんだ。 

○心配 ○相手を大切に思うからこそ 
○一緒にいい気持ちで過ごしたい 

○や きみ花を閉じなさい。葉をたれなさい。 

○そ うん、分かった。今すぐそうするよ。 

○や ありがとう。 聞き入れてくれて。夕立が

過ぎたら、またきれいな花を見せてよ。 

○そ うん。やなぎさん、ぼくのことを心配して

くれてありがとう。ちゃんと花を閉じるよ。 

・今までは、注意されたら腹が立ったり、言う

ことを聞かなかったりしたことがあったけど、

これからは素直に聞き入れたいな。 

・注意をしてくれるのは、自分のことを大切に

思ってくれているからなんだということが分

かったよ。わがままをせずに、みんなで気持ち

よく過ごしていくよ。 

・やなぎさんは、夕立がどんなに怖いことなの

か分かっていたからぼくに注意してくれたん

だ。自分のことしか考えてなかったぼくが悪い

よ。言うことを聞いておけばよかった。 

・みんなぼくのことを心配してくれていたんだ

ね。ありがとう。これからは、ちゃんと素直に

聞くよ。 



６ 指導の実際 

（１）板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 成果と課題 

○ 安心して役割表現が行えるよう、ルールを決めて実践を積んでいた。そのため、そばがやな

ぎの優しさに気付き、忠告を素直に聞き入れる役割表現が、上手にできていた。  

○ 事前に、そばとやなぎそれぞれの命の長さや経験の違いがあることを理解させた上で、両方

（心配している側、気付く側）の立場を考えさせたので、そばの単なる自業自得の話ではなく、

やなぎの相手を思いやる気持ちにまで迫ることができた。 

○ 意欲化を図り、実生活に生かすための工夫として、事前の「わがまま」についてのアンケー

トが有効であった。 

▼ 役割表現で出てきた「ありがとう。」「君って優しいね。」「気を付けるよ。」等の言葉を

これからの実生活に役立たせるために、板書として残すことが必要である。 

 ▼ 役割表現を、代表児童だけでなくペアでも行い、全員がよい気持ちになれるような工夫を考

えたい。 

うん、分かったよ、やなぎさん。

言ってくれてありがとう。ちゃん

と自分のことを大切にするよ。 

そばさん、早く花を

閉じなさい。葉を垂れ

なさい。 

そばさん、花を咲かせることが

できなくなるから、葉を閉じて。

命が危ないよ。 

やなぎさんの言うことを聞いて

いればよかった。自分のことしか 

考えてなかったよ。 

お父さんやお母さんに 

言われたら、すぐ手伝うよ。 

注意をしてくれる

のは、自分のことを 

大切に思ってくれて 

いるからなんだね。 

だから、みんなで気 

持ちよく過ごしてい 

けるように、わがま 

まをしないようにす 

るよ。 これからは、人に迷惑

をかけないようにして、

言われたことをしっかり

聞くよ。（児童ＷＳから） 



第５学年い組 道徳学習指導案 

指導者  松田章子 

 

１ 日時 平成２９年１１月２２日（水）第５校時 

２ 主題名 差別や偏見を見抜く目をもとう（資料名「やっぱりおかしいよ」） 

３ 主題について 

(1) 本校の人権・同和教育目標の一つに、「差別のない社会を実現していく意欲と実践力を育てる」

がある。それを受けて、５年生の学年目標は「差別や偏見に気付き、公正公平な態度で友達と活動

できる。」である。また、道徳における学年の重点目標は、「互いのよさを認め合い、信頼し合っ

て、ともに伸びていこうとする」である。 

この主題でねらう中心内容項目は、「公正公平・社会正義」である。新学習指導要領では、C－(13)

「誰に対しても差別をすることや偏見をもつことなく，公正，公平な態度で接し，正義の実現に努め

ること。」と示されている。内容項目の概要に「集団や社会において公正，公平にすることは，私心

にとらわれず誰にも分け隔てなく接し，偏ったものの見方や考え方を避けるよう努めることである。」 

とある。また、そのために「自他の不公正を許さない 断固とした姿勢をもち，集団や社会の一員と

して力を合わせて積極的に差別や偏見をなくそうとする努力が重要である。」とも記されている。 

差別や偏見について考えてみると、その根底には自己中心性があり、それに利害がからまっている

ことが多い。そのようなときに、公正公平に判断していくためには、人間の欲望に流されやすい弱い

面や欲望がからんだ人間関係のもろさに視点をあてることが大切になる。そこで、「正直・誠実」「友

情・信頼」「希望と勇気、克己と強い意志」の価値とも関連させて集団と関わる力を育てながら、友

達同士の人間関係を通して知らず知らずに生じている差別や偏見が相手を傷つけることに気付き、

進んで解消していこうとする心情や意欲を育てることが必要だと考える。 

本資料「やっぱりおかしいよ」は、のぞみ、けい子、ちはるの 3 人のそれぞれの立場から本当の友

達関係について考えることで「差別や偏見を見抜く目」を育てていこうとするものである。子どもた

ちの生活の中でも起こりがちな内容であり、自分と重ねて考えやすい場面構成になっている。 

中心価値 関連価値 

C-(13)公正公平、社会正義  A-(2)正直・誠実 B-(10) 友情・信頼  

A -(5)希望と勇気、克己と強い意志 

(2) 本学級の子どもたちは、明るく素直で男女の区別なく仲良くできる。しかし、５年生としては考え

方や行動に幼さが残る子が多く、深く考えずに行動したり、ものを言ったりして、友達を傷つけた

り、一方的に負担を強いていることに気が付かなかったりということがある。教師が指摘すると気が

付いて、素直に謝ったり、その場で行動を改めたりするのだが、目の前に楽しそうなことがあると、

また同じようなことを繰り返している。高学年ともなれば、差別や偏見がいじめなどの問題につなが

ることを理解できるようになってくる。しかし、子どもたちの様子を見ていると、自分の行動のなか

には、そういった差別や偏見につながるものがあることには気が付いていないように思われる。 

また、本学級には、肌の色の違いから、心無い言葉をかけられた経験がある児童が２名いる。２人

をよく知っている学級の子どもたちが、その子たちに差別的発言をすることはほとんどなくなって

【第５学年の実践】 



はいる。しかし、うち１名は、気にしないふりをしているため、学級以外の場所でよくそういったこ

とを言われているのを耳にする。それを、おかしいと声をあげられる子も少ないが、本人が笑顔だか

ら、おかしなことだと気が付かない子が多いのも現実である。 

思春期の子どもたちは、いじめなどの場面に出会ったときに、ともすると傍観的な立場に立ち，問

題から目を背けることも少なくない。今、友達の言動が気にはなっても、悪気はないからと受け入れ

ている子どもたちが、やがてこうした問題に向き合った時、傍観者になる恐れがある。こういった問

題は、自分自身の問題でもあるという意識をもたせることが大切である。友達のありのままを受け入

れることができている子どもたちなだけに、この時期に、本当の意味での友達関係について考えてい

くことは大切であると考える。 

 (3) 指導に当たっては、単に「自分の利害で動いてはいけない」というのではなく、「知らず知らずの

うちに友達を偏った目で見ることになっていたり、なにかおかしいと気が付いていてもそれが差別

的な意識から来るものだとは気が付いていなかったりするということもおかしいことなんだ。」と気

付けるようにしたい。そのため、人気者だが気の強い「ちはる」、誰にでも優しいが気の弱い「けい

子」、おかしいことをおかしいと言えずもどかしく思っている「のぞみ」の３者の立場を明確にした

上で「おかしい」と思うことについて話し合っていく。そうすることで、根底に、差別的な意識があ

ったり、長いものには巻かれろ的な意識があったりすることに気付けるようにしたい。 

この資料から「ちはるたち」のおかしさにはすぐに気が付くだろう。しかし、本学級の場合「けい

子」や「のぞみ」の立場の子も多い。そういった自分たちの姿と重ね合わせながら、三者の立場で考

えることで、こういった差別意識を生み出しているものの中には、傍観者の存在が大きいこと、自分

の気持ちを伝えることも大切だということに気付かせていきたい。 

そこで、「ちはる」を単なる意地悪な子と片づけるのではなく、「ちはる」のいいところにも注目さ

せておくことで、嫌だと言われないことで、調子に乗っていた部分はないか、その根底には、「けい

子ならやさしいからやってくれる」という自分勝手な言い訳があったのではないかということに気

付かせたい。また、傍観者であった「のぞみ」に対しては、大好きな学級がなんだかおかしくなって

きたということから、このままだとこのクラスはどうなっていくのだろうという言葉を投げかけ、傍

観者でいることに対しての問題意識をもたせたい。「けい子」に対しては、「言えないといけない、言

わないとわかってもらえない」といった決めつけにならないように配慮した上で、時には、自分の気

持ちをはっきり言うことが必要ということに気付かせたい。その背景には、言ったらきっとわかって

くれる、みんな知らんぷりしないという信頼関係が必要なので、「ちはる」「のぞみ」「けい子」の順

に考えていき、「ちはる」「のぞみ」の気付きから、きっと、気持ちを分かってくれるという安心感を

もったうえで「けい子」に必要なことを押さえていきたい。三者の気付きから、きっとこのクラスは、

また、みんなの居場所のある素敵なクラスに戻れそうだという快感情で終わるとともに、５いがもっ

と素敵なクラスになるにはどうすればよいか、と自分たちの生活に返していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 志度っ子プラン関連図 

 

第５学年の目標 

 ☆互いのよさを認め合い、信頼し合って、ともに伸びていこうとする。 

☆自己や集団の目的を考え、それに向かって上級生として自分から進んで行動する。 

☆相手やその立場に合った正しい言葉づかいや行動をし、上級生として優しい行動を心がける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳 

「やっぱりおかしいよ」（本時） 

☆ 相手の気持ちを考えて、みんなが認め

合えるクラスにしていきたいな。  

道徳 

「しらない間のできごと」 

☆ 軽い気持ちや思いこみでもの

を言うと、いつの間にかそれが広

がってしまうことがあるんだね。

そのことで友達を傷つけて取り

返しがつかなくなってしまうよ。

情報の扱い方にも気を付けたい

な。 

源内 

「日盛の里訪問」 

☆友達と一緒に、ディサービスに

来たお年寄りと交流して、楽し

かったよ。友達にもお年寄りに

も感謝だね。  

学行 

「かがやけいのち集会」 

「人権劇鑑賞」 

☆一人ひとりが大切な存在だ

よ。高学年として、人権につ

いて考えていきたいよ。  

音楽・朝の活動 

「歌声コンテスト」 

☆みんなの声で素敵な合唱にし

よう。それぞれの役割をしっ

かり考え、ナンバー１を目指

すよ。 

学級活動「友達再発見」 

☆ 友達のこと、知っているようで

知らなかったんだね。もっとお互

いのことを分かりあいたいな。  

思いあう心を 

大切にしよう 

（親切、思いや

り） 

関連 

日常生活 

「自分たちの立てた目標に向かってがんばろう」（ビー玉貯金） 

☆目標に向かってがんばったよ。友達のいいところもみつけられたよ。ビー玉が増えていく

のは、自分たちの成長の証拠だ。嬉しいな。  

道徳 

「くずれ落ちたダンボール箱」 

☆相手の立場になって行動するこ

とが大切なんだね。それには勇気

も必要だよ。  

源内 

「日盛の里での交流準備をしよ

う」 

☆喜んでもらえるよう友達と力

を合わせて準備をするよ。 

  



５ 本時の学習指導 

(1) ねらい 三者の気持ちを考えることを通して、身の回りや自身の内面にある差別や偏見に気付き、

進んで解消していこうとする意欲を高める。 

(2) 準備物  挿絵 文カード  

(3) 学習指導過程                    （◎…研究主題に関わる支援・援助活動） 

     学習活動 児童の意識の流れ 教師の支援・援助活動 

１ 友達への接し方に

ついて、自分の生活

を振り返る。  

 

 

 

２ 資料を読み、学習問

題をつかむ。 

 

 

３ 「おかしい」と思う

ことについて話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 人物を選び、どうす

れば「おかしい」こと

をなくせるか、選んだ

人物の立場で考える。 

 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

５ 学んだことから、友

達への接し方で生か

したいことを書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○ 事前にアンケートを取っ

ておくことで、こういった

場面は自分の周りでも見ら

れるということに気付いた

上で、資料に入る。 

○「やっぱりおかしいよ・・・。」

という言葉から、学習問題

を考えるよう投げかける。 

○ けい子、ちはるの人物像

を明確にしておくことで、

ちはるにはいいところもあ

るが、とった行動には、偏見

の芽が潜んでいることに気

付けるようにする。 

○掃除の時間の出来事を放置

したせいで、理科の時間に

は、のぞみ側の人物が増え

ていることに気付けるよう

挿絵を工夫する。 

○ クラスの雰囲気がだんだ

ん変わってきたということ

から、このままでいいのか

なと問いかけ、こういった

ことの放置がいじめにつな

がることに触れる。 

（発）「もうこんな出来事が

起こらないようにするに

は、どうすればいいのだろ

う。」 

○ 同じ立場を選んだ友達と

交流することでいろいろな

考えに触れるようにする。 

◎ 全体交流では、ちはる、の

ぞみ、けい子の順に扱うこ

とで、けい子の立場で考え

た子が安心して発言できる

ようにする。 

○ 三者の立場で考えたこと

はいじめを起こさないため

にも大切であることをおさ

えるが、その際に、けい子さ

んの扱いに配慮する。 

○ 公正公平な立場で違う立

場の人のことが見れるよ

う、互いの関わりで考える

よう助言する。 

(4) 評価  身の回りの差別や偏見に気付き、進んで解決しようとする意欲が高まったか。 

みんなが認め合える仲間になるための大切な

心について考えよう。 

けい子は、きつく言われると何も言えなくなっち

ゃったね。ちはるは、けい子が逆らわないと思っ

ていたんだね。のぞみは、気が付いていたんだけ

ど、黙って見過ごしていたんだね。このままでは

いけないよ。 

本当の友達として、相手の立場に立って考え、

公平な目で見て行動することが大切なんだな。 

相手が何も言わなくても、気持ちを考えて相手の

立場に立って考えたい。見て見ぬふりも、よくな

い。おかしいと思ったら今度からは、はっきり言

うよ。自分も気持ちをちゃんと伝えるよ。 

 

 

（けい子） 

私が、我慢し

ていたから、

ち は る さ ん

は、気付いて

くれなかった

のかもしれな

い。相手が間

違っている時

には、はっき

り言わなくて

は。 

（ちはる） 

気持ちを考え

ずに、いつも

してくれるか

らと押し付け

ていたよ。そ

れに、優しい

から言い返さ

ないのをいい

ことにひどい

ことを言って

しまったな。 

（のぞみ）

気が付いて

いたのに、

黙 っ て い

た。おかし

いことをお

かしいと言

わず、黙っ

ていたので

は、いじめ

ている人と

一緒だよ。 

嫌な思いを

しても、がま

んすること

が多いなあ。 

友達についき

つく当たって

しまったこと

があるよ。 

おかしいなと

思っても言え

なかったこと

があるよ。 

（掃除の時間） 

毎日、けい子さんに

ばかり押し付けてい

るのはおかしい。の

ぞみさんも気が付い

ているのになぜ手伝

わないの。ゴミ袋は

一人では重そうだ。

遊びたいのはけい子

さんも一緒だよ。 

（理科の時間） 

けい子さんが手伝って

と言ったのに無理に押

しつけたのは、ちはる

さんだよ。周りの人も

ひどいよ。けい子さん

を責めるなんて。ちは

るさんが人気者だから

って、味方しているん

じゃないかな。 



６ 指導の実際 

（１）板書 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 成果と課題 

○ アンケートを生かすことで、実態に合った授業展開ができ、我慢している子に視点を当て

ることもできた。 

○ 視覚支援を行うことで、「このままではいけない」「関係ない人は、いない」（傍観者に

ついての気付き）という思いが強くなった。また、「（どんどんおかしい方の味方をする人

数が増える視覚的支援をすることで）正しい方が悪いように見えてくる」といったいじめの

核心に触れる意見を引き出すことにつながった。 

○ 「だって」（根拠）、「もし」（仮定）、「でも」（逆節）のカードを示したり、共感的

な声かけをすることで、子どもの思考を深めることができた。 

▼ それぞれの視点に立って考える必要はあるが、いじめる側が悪いことは分かっているので

「傍観者」に絞り「やっぱり、おかしいよ」に込められた意味を考える展開も考えられた。 

▼ より自分のこととして考える道徳に向かっていかねばならない。「考え、議論する道徳」

になるよう授業展開をより工夫する必要がある。 

けい子さんが何も言わなかったのは、優しい性格だった

からなんだよね。つらい気持ちを分からずにごめんね。

もっとみんなのことを考えられる人になるよ。 

ずっとけい子さんのせいにしていたよね。たくさんの

人に責められて、けい子さん、つらかっただろうね。 

矢印を動かすことで、おかし

くなった学級の雰囲気が、き

っと元に戻るだろうという快

感情で学習を終えた。 

場面把握では、周りの人数をだん

だん増やしていくようにした。ま

た、３人の気持ちを考えた後、そ

の３人を取っても、周りの人たち

が残っていることを視覚化し、全

員の問題と意識付けた。 

ちはるさんが正しいみたいにみんなが言

い出して･･･けい子さんをみんなでいじめ

ているのと同じだと思うの。 

・だれか困っていたら、いっしょになって

「おかしいよ」って言ったり、助けたりす

る。知らんぷりをしない。 

・人のせいにせず、自分に悪いところはない

かと考えたい。 



「やさしさ」と「やる気」を育てる指導の工夫 

１ 活動計画 

（１）目標 

ペア学年活動などの異学年交流活動を通して、多くの友だちとかかわりながらなかまづくりを

していく中で、友だちの大切さや自己存在感を感じるとともに、互いに思い合う心を育てる。 

 

（２）重点目標 

         

  

          

 

 

 

 

 

 

（３）努力点 

① 子どもたちが自他のよさや個性に気付くことができる場を意図的に設定する。 

② 心を通い合わせ、連帯感を養う全校集会や児童会活動を工夫する。 

 

（４）年間計画 

     シドリンピック 特別活動 教科等 

４月 
 
 
 
６月 

 
 
 
 
 
９月 
 
 
 
 
 
１２月 
 
 
 
 
 
３月 

 
 
○シドリンピック開会式 
○運動会[5/27(土)] 
 ・学級対抗リレー 
 ・競争遊戯 
◎ペア学年合唱コンテスト

2、4年生[6/30(金)] 
◎ペアプール活動 
[7/3(月)~7/7(金)] 
 
 
 
◎ペア学年合唱コンテスト

1、6年生[10/31(火)] 
◎スポーツフェスティバル 
 
◎ペア学年合唱コンテスト
3、5年生[12/8(金)] 
 
◎長縄大会 
[1/29(月)~2/2(金)] 
○シドリンピック閉会式 

（表彰） 
 

◎１年生へのサポート活動 
・給食（６年生） 
・清掃（６年生） 

 
◎読み聞かせ 

（上学年→下学年） 
◎活動の振り返り（手紙） 
 
 
 
 
◎給食交流 
◎活動の振り返り（手紙） 
 
◎読み聞かせ 

（下学年→上学年） 
 
 
◎ペア学年挨拶運動 
[1/15(月)~1/19(金)] 
◎活動の振り返り（手紙） 
 

◎１年生へのサポート活動 
・新体力テスト（６年生） 

 
 
○１、２年生の生活科交流活動 
 ・遊具めぐり、学校探険 
 
 
 
 
 
 
 
 
○源内学習での交流 
 

みんなでつくろう！やさしさいっぱい、やる気いっぱいの楽しい志度小学校 

 
お互いを認め合う集団づくり 

思いやりを広げるペア学年活動 

  

○ 友だちとかかわることの喜びを味わい、 

達成感を共有できる学級集団 

  

○ 自分の思いを伝えたり、表現したりするコ 

ミュニケーション能力を身に付ける子ども 

目指す児童の姿 

②「やさしさ、やる気いっぱいプロジェクト」の充実 



２ シドリンピック 

昨年度まではペア学年活動や行事が点在しているだけであり、児童がそれらにつながりの意識を持

つことができなかった。また、自分のクラスの勝ち負けに終始しており、異学年に対する優しさもあま

り見られなかった。そこで、運動会やペア学年活動などの順位を得点化し、一年間を通して、その総得

点を縦割りで競い合い、総合優勝を決めるシドリンピックを始めることにした。 

 

【運動会】 

運動会前に行った運動場の石拾いや学級対抗リレー、競争遊戯、徒競走の結果を順位ごとに得点化

し、縦割りで競い合った。これにより、自分の学年の応援だけでなく、他学年の競技に対しても力を

入れて応援していた。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【ペアプール】 

宝探しやいろいろなルールのリレーなど、いくつかの種目の中から選べるようにし、水泳が得意な

児童も苦手な児童も参加できるように工夫した。ペア学年が協力して競うことで、プールで必死に泳

いでいる様子を、プールサイドで見ている児童が一生懸命に応援している姿や、上学年の児童が下学

年の児童にアドバイスをしている姿が見られた。実践内容を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

自分の組を 1位にするぞ。 

宝探し、おんぶリレー、6年生によるリレー（１年生・6年生） 

宝探し、おんぶリレー、ビート板リレー、浮き輪リレー（2年生・4年生） 

おんぶリレー、ビート板リレー（3年生・5年生） 

応援に力をもらったぞ。 

まだまだここからだぞ。 

お兄さんの背中からはいつ

もと違う景色が見えるな。 



【スポーツフェスティバル】 

ペア学年がふれあい、協力してできるようルールが工夫された。ペアプールに比べて 1 ゲームに

参加できる人数が多く、上学年と下学年の児童が交流することができていた。交流の中で上学年児

童の優しさに気づく下学年児童や、下学年児童の活発さに驚き、それを賞賛する上学年児童の姿が

見られた。実践内容を以下に示す。 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ペア学年読書 

1学期は、上学年が下学年に対して読み聞かせを行い、2学期は下学年が上学年にそのお返しとして

読み聞かせを行った。発達段階に応じて、紙芝居が使われたり、絵本が使われたりした。形態もペアや

グループを使ってペア学年が交流できるように配慮されていた。 

読み聞かせ後は、手紙を交換し合った。手紙はお互いの自尊感情や達成感につながる良いフィード

バックとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カムオンゲーム（１年生・6年生） 

エリア玉入れ（2年生・4年生） 

しっぽとり、ボール運び、（3年生・5年生） 

相手に分かりやすく

伝えたいな。 

紙芝居で読んでもら

うと楽しいね。 

お姉さんが優しくしてくれ

て嬉しいな。 



３ 成果と課題 

○ 異学年の交流を通して、上学年の児童は下学年の児童を思いやったやさしい言葉遣いや振る舞い

方を心がけることができた。下学年の児童は上学年の児童に憧れを抱いて自分も頑張りたいという

やる気を高めた。 

○ ペア学年読書で読み聞かせをした後に手紙を交換したことが、感謝や賞賛、尊敬といった思いを伝

え合う一つの機会となった。 

◯ 縦割り集団での「シドリンピック」を通して、一人ひとりの所属感が喚起された。その結果、集団

のために貢献しようと考えて行動する姿や、他の頑張りを認めて応援する姿が見られた。また、友達

から認められたり応援されたりすることで、自己存在感を高めた。 

○ 多くの行事を「シドリンピック」と関連させた結果、行事につながりが生まれた。児童もそのつな

がりを感じながら活動することができ、学校行事が活性化している。 

▲ 計画段階では、教師主導で児童が受け身になりがちな面もあった。児童に任せられるところは任せ

ることで、活動意欲を高めたり、下学年をリードする上学年の優しさを育てたりしたい。 

▲ シドリンピックでは、活動後のふりかえりの仕方が絵日記や感想になっていたため、活動したこと

が自己完結にとどまり、異学年への優しさにつなげることが難しかった。文章量は少なくても、活動

ごとに手紙等の交換を継続することで、異学年との交流を意識した活動となるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 



やさしさいっぱいやる気いっぱい 

― 心をつなぐハートフルマラソン － 

 

 人権感覚、そして実践力の育成のために、本校では基本的な人権が確保されていない状況の子どもたちを支

援するユニセフ募金に取り組んでいる。本年度はその活動に全校生によるハートフルマラソンを組み入れた。 

A 活動の流れ 

  １ 募金の対象選定 

 

 

 

 

 

 

  ２ 募金集め 

 

 

 

 

 

 

   

  ３ ハートフルマラソン 

   これまで、家にアルミ缶がない子どもは、自主的にアルミ缶回収の手伝いをすることによって、ユニセ

フ募金に参加していた。しかし自分の活動が募金活動に直接関与しているという意識に高まらず、募金活

動に対する気持ちには温度差があった。そこで今年は全校生が取り組める活動としてハートフルマラソン

を計画した。全校生と教職員全員がバトンをつないて 42.195km を走り、シリア難民支援を訴え、賛同い

ただいた保護者、地域の方々に募金をしてもらうという活動である。全校生一人ひとりが参加していると

いう意識を持ち、目的に向かって心をひとつにすることを目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 成果と課題 

  ハートフルマラソンによって、全校生が支援活動に参加しているという意識が高まった。また短い距離し

か走れない子どもを走るのが得意な子どもが補い、転んだ子どもを助け、友だちの走りをみんなで応援するこ

とによって団結力が高まった。募金額も増え、自分たちの行動が役に立っているという自信につながった。 

 今後は、日々の生活の中で傍観者になるのではなく、行動する意欲、実践力につなげていきたいと考える。 

候補地を調べ、その状況を全校生に提案

する。（児童会） 

 

３つの候補地から、投票によって本年の

募金対象を選ぶ。（全校生） 

アルミ缶を回収する。（全校生） 

回収業者に連絡、換金。（児童会） 

ユニセフの方に渡す。（全校集会） 

本年度は、イエメン（病気）

スリランカ（自然災害）シリ

ア（戦争孤児）の中から、全

校生の投票でシリアを支援

することに決定した。この自

己決定することが実践の意

欲につながる。 

ハートフルマラソン募金 

業者への連絡も 

子どもが自分で行う。 

各クラスを回って投票 



４ 成果と課題 

 ①「志度っ子プラン」に基づいた道徳授業の充実 

○ 今年度も全ての学年団が協働して研究の視点につながる授業作りに取り組み、提案性のある授業を

公開した。そのすべてに教員全員が参加し、討議を行った。研究授業を通して、読み物資料の資料分

析や板書の工夫について全員が共通理解を図り、実践意欲が高まった。また、効果的な役割表現の在

り方や学んだ価値の実生活へのつなぎ方についても研究を深めることができた。 

▼ 授業実施後に成果や課題をしっかり共有して次の授業へつなげ、実践を積み上げていく必要がある。

現教推進委員会からも情報提供をもっと積極的に行うようにし、全教職員が同じ思いで「やさしさ」

と「やる気」をさらに伸ばしていけるようにしたい。 

○ 今年度は、全児童に「ハートファイル」と名付 

けたファイルを配布し、ワークシート等を１冊に 

まとめるようにした。教師だけでなく児童本人も、 

過去の自分を振り返ることができたり、成長を感 

じたりすることに役立てることができた。 

▼ 具体的な評価の仕方については、十分には話し 

合えていない。来年度に向けて、ファイリングし 

たものをどう生かし、児童をどう見取っていくかを考え、児童を伸ばす評価を共通実践していきたい。 

 

②「やさしさ、やる気いっぱいプロジェクト」の充実 

○ 「シドリンピック」としてクラスマッチ的な活動を多く取り入れたことで、競争心が「やる気」と

なって一人一人が活躍できた。また、ペア学年活動等では、思い合う「やさしさ」を発揮する児童が

たくさん見られ、学級がまとまる機会にもなった。 

▼ 「シドリンピック」の内容の多くが体育的な活動になってしまい、勝敗があまり変わらない学年も

ある。計算・漢字チャンピオンや読書量チャンピオン等様々なジャンルの活動を考え、さらに多くの

児童が活躍できるような取組にしていきたい。 

  

③ 子どもの変容について 

  県学習状況調査（１１月）の質問紙調査の設問「自分には、よいところがあると思いますか。」（自尊

感情）で肯定的回答をした子どもを比較した。Ｈ２７年度は約１７ポイント、Ｈ２８年度は約１１ポイ

ント県平均（３～６年全体の平均値）より低かったのが、Ｈ２９年度は約５ポイント差まで改善された。 

全校生を対象に行っている自尊感情に関するアンケートでは、下のグラフのように、「①思う」「②ど

ちらかと言えば思う」と回答した児童が、昨年度より約６ポイント上回っている。昨年度に引き続き、

道徳の授業を中心に「やさしさ」と「やる気」を育てる取組を継続してきた成果であると考える。子ど

もたちは、活躍の場や認められる機会が増えたことで、少しずつ自分に自信が持てるようになってきて

いる。 

 

 

 

 

 

 

しかし、自尊感情のポイントが県平均に近づいてきたとはいえ、まだ下回っている現状は見てとれる。

さらに、道徳の教科化に伴い教科書が導入されるので、それに合わせて本校の道徳の年間計画にあたる

「志度っ子プラン」の見直しを図り、よりよいものに作り替え、実践を重ねていきたい。 

 

 


